
「大麻高校パソコン部 活動の軌跡」

私たちパソコン部は、ゲーム製作などを通じて「パソコン

技術の向上」を図るほかに、日頃お世話になっている江別市

の「地域企業の活性化」と「地球環境に寄与する」という研究

テーマを持って活動しています。

ここでは私たちの研究成果についてご説明します。

＜令和元年＞

私たちは商業施設EBRIでレンガに関するプレゼンを行なっ

た後、対面アンケートを実施しました。その結果、江別市民の多

くの方々が「水害」に対して不安を感じていることが判りまし

た。

そこで、家庭や市内の避難所にガーデニング素材としてレン

ガを備蓄していただき、非常時にそれを活用する方策を考え

ました。市役所総務部危機対策室にてプレゼンを行い、貴重な

助言を頂きました。

＜平成28，29年＞

江別市はレンガの産地として有名ですが、レンガこそがコ

ンクリートと比較できないほどの、地球環境に優しく、安全で

エコな建築素材と判りました。つまり、レンガの普及は、町を豊

かにさせるだけでなく、地球を守ることにもつながります。レ

ンガを更に普及させるために、私たちは建築以外の用途につ

いて考え始めました。



＜令和２年＞

日高管内の水産業者より、年々昆布の収穫量が減少し

ていることを伺い、従来から使われているコンクリート製の

魚礁に問題があるのではないかと推測しました。

ほくでん総合研究所の辻野博士を訪ね、レンガの魚礁が

海洋生物に優しい素材と判りました。これを使うと海藻によ

る光合成が期待できるために、地球温暖化にブレーキをか

けることができるかもしれません。レンガを海中で使う有用

性をプレゼン大会に出場して説明しました。

＜令和３年＞

新型コロナウイルスによる社会不安が、私たちの生活

に大きな影響を与えました。特に、不景気と自殺者数の

間には「負の相関関係」があることを知り、大変心が痛み

ました。せめてコロナ禍の冬季だけでも北海道の電気代

を引き下げて貰えないか、そして道民はどのようにして

コロナ禍にある生活を送るべきかを考察し、Zoomによ

るプレゼン大会に出場し、提言を行いました。



＜令和４年＞

コロナ禍にあって、小中学生から笑顔が消えてしまったよう

に感じました。そこで、”からくり装置”をつくる「体験会」と「コン

テスト」を企画し、江別市教育委員会と㈱イチムラさんの協力を

得てこれらを行いました。

500名を超える参加希望者がありましたが、安全を図るため

に抽選を行いました。この時の様子は北海道新聞を始めする各

種メディアから取材を受け、広く報道されました。



＜令和５年＞

今回で三回目となる「からくりの道」企画を実施しました。前回に続

き、「理科実験」や「合唱」を取り入れることで、子ども達のたくさんの

笑顔に接することが出来ました。この時、子ども達の笑顔が、周囲の保

護者や大会関係者を笑顔にしていたので、実際に笑顔は人に伝播する

のかを「僕らの実験」という動画を作って検証しました。

この動画は、「第16回アジア国際子ども映画祭」に出品され、北海道

南ブロック予選で「大会長賞」に選ばれた後、本選大会で「審査員特別

賞」を受賞しました。（※全日本で二位に相当します）

笑顔は伝播して、人々を幸せにさせます。

本選授賞後に開かれた懇親会では、アジア諸

国から集まった高校生たちと笑顔の交流を行

い、言葉を超えて親睦を深めることが出来まし

た。 今回の作品はこちらです→

＜令和６年＞

今回で四回目となる「からくりの道」を開催

しました。 皆様のご協力もあって参加申し

込み者数も定員の3倍を超えるなど、人気も

定着してきた感が見られます。

今年は例年好評だった「合唱」や「理科実

験」の他に、本校の教職志望の生徒たちによ

る「出前授業」と、保護者を対象としたプレゼ

ンの時間を設け、学びの楽しさを体験してい

ただきました。 今回の企画は「Well-being

社会」実現に向けての実証実験を含んでいま

す。アンケートを通じて得られたデータをまと

め、このテーマの実現に向けてさらに研究を

進めていきたいと思います。




